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Program

実行委員長ご挨拶

本日は、ザ･シンフォニエッタ特別演奏会にお越しいただき誠にありがとうございます。ご来場の皆
様にはぜひとも名作オペラ「カルメン」の魅力に浸っていただきたいと思います。
ザ･シンフォニエッタの主催でオペラに取り組むのは今回が初めてです。オペラには物語があり言
葉があり、そこがザ・シンフォニエッタで普段やっている交響曲や協奏曲とは大きく異なります。今回
は演奏会形式ということで舞台・衣裳・芝居がありませんから音楽のみでの表現が必要となります。
そのために充分にドラマを表現できるような練習を重ねてきました。
指揮の山下一史氏は、ザ・シンフォニエッタと縁が深く1989年の最初の共演から度々一緒に演奏
させていただいています。国内外で活躍されている山下氏の音楽作りに、いつも私たちは数多くの音
楽的な刺激を与えられ、私たちは別世界に連れて行かれるようであります。
主な4人のソリストは日本でも有数の歌手の方々に来ていただくことができ、非常な聴き物です。ア
リアや二重唱など聴かせどころにあふれている「カルメン」ですから一流歌手の表現を存分にお楽し
みいただけると思います。地元のソリストのみなさんも実力者が集まりました。出番も多くドラマの
いたるところで大きな役割を担っています。
合唱団はこの「カルメン」のために特別編成しました。多くの意欲的な方に集まっていただき練習
を重ねました。フランス語であるということ、合唱の出番が非常に多いということで困難もたくさん
ありましたが多くの時間をかけてじっくり作りあげました。
少年合唱は華やかな歴史をもつ熊本少年少女合唱団の出演です。「カルメン」の経験もあるこの
合唱団の清純な合唱も楽しみです。
このようにたくさんの人の力が結集した「カルメン」。どうぞ最後までゆっくりお楽しみください。

実行委員長　坂本一生

ビゼー／歌劇「カルメン」演奏会形式

前奏曲
第１幕　～セヴィリアのタバコ工場前の広場～
No.1　イントロダクション（情景と合唱）
No.2　行進曲と子供たちの合唱
No.3　タバコ工場で働く女たちの合唱
No.4　ハバネラ（恋は気むずかしい鳥）
No.5　情景（男たちの誘惑）
No.6　ミカエラとホセのデュエット
No.7　合唱（女工たちのケンカ）
No.8　シャンソンとメロドラマ（※本公演ではカット）
No.9　セギディーリャとカルメン、ホセによるデュエット
No.10　フィナーレ
 
第２幕への間奏曲（アルカラの竜騎兵）
第２幕 ～セヴィリアの下町にあるリーリャス・パスティアの酒場～
No.11　シャンソン（ジプシーの歌）
No.12　合唱とアンサンブル（闘牛士バンザイ！）
No.13　クープレ（闘牛士の歌）
No.13b 合唱（闘牛士の退場）（※本公演ではカット）
No.14　クインテット
密輸業者のダンカイロ、レメンダードとカルメン、フ
ラスキータ、メルセデスによる五重唱
No.15　レチタティーヴォ

No.16　カルメンとホセによるデュエット
No.17　フィナーレ

～休憩～

第３幕への間奏曲
第３幕　～セヴィリア近郊のシャラ・マドム山地～
No.18　イントロダクション
ダンカイロ、レメンダード、ホセ、カルメン、フラス
キータ、メルセデスによる六重唱と合唱
No.19　カルメン、メルセデス、フラスキータによる
トリオ（カルタの歌）
No.20　アンサンブル
カルメン、フラスキータ、メルセデス、ダンカイロ、
レメンダードと合唱によるアンサンブル
No.21　ミカエラのアリア
No.22　ホセとエスカミーリョによるデュエット
No.23　フィナーレ
 
第４幕への間奏曲（アラゴネーズ）
第４幕　～セヴィリアの闘牛場前広場～
No.24　合唱（闘牛場前の広場はお祭り騒ぎ）
No.25　闘牛士達の行進曲と合唱
No.26　カルメンとホセのデュエット・フィナーレ



Profile

2

写真提供：HYO

ザ・シンフォニエッタ管弦楽

山下  一史指揮

カルメン合唱団

1984年桐朋学園大学を卒業後、ベルリン芸術大学に留学、86年
デンマークで開かれたニコライ・マルコ国際指揮者コンクールで優勝。
85年12月からカラヤンの亡くなるまで彼のアシスタントを務め、以
後、デンマーク放送交響楽団などを指揮、着実にヨーロッパでの実
績を重ね、93年から98年までヘルシンボリ交響楽団（スウェーデ
ン）の首席客演指揮者を務めた。
日本国内では88年ＮＨＫ交響楽団を指揮してデビューを飾り、以
後、国内の主要オーケストラに定期的に出演し、好評を得ている。
オーケストラ・アンサンブル金沢のプリンシパル・ゲスト・コンダク
ター（91年～93年）、九州交響楽団の常任指揮者（96年～99年）を
歴任。また、大阪音大ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団常任指揮

者（02年～08年）を務め、2005年秋には、新国立劇場より松村禎三《沈黙》公演が招待され、東京の音
楽界にも衝撃を与えた。2008年4月より同団名誉指揮者就任。
2006年4月からは仙台フィルハーモニー管弦楽団より指揮者として迎えられ、R.シュトラウス「英雄の
生涯」、リムスキー=コルサコフ「シェエラザード」、シューマン：交響曲第2番・交響曲第4番などのCD制
作も行うなど積極的な活動を展開、2009年4月から2012年3月まで同団の正指揮者を務める。
2008年9月に行われた愛知県文化振興財団主催によるヴェルディ「ファルスタッフ」の公演においても
大きな成果を上げ、「第17回三菱UFJ信託音楽賞」を受賞、2009年4月にはサンクトペテルブルク交響楽
団定期に出演し、大成功を収めた。
また、2011年2月にはシューマン作曲歌劇「ゲノフェーファ」日本舞台初演を行うなど、現在、オペラ、
オーケストラの両面において着実な成果を積み上げている指揮者として、ますます注目を浴びている。

　
１９８６年に結成された小編成のアマチュア・オーケス
トラ。ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンなどの古典
派の曲を中心としながら、ロマン派、近代の曲なども演
奏している。アンサンブルを楽しむため、小編成（５０人
以下）の特性を活かした選曲、演奏活動をしている。
これまでに共演した主な音楽家は、指揮者では本名
徹二、山下一史、岩村力、藤崎凡、久保田悠太香の各
氏、ソリストでは安永徹（Vn）、堀正文（Vn）、篠崎史紀
（Vn）、小野富士（Vla）、Ｏ.ボルヴィツキー（Vc）、小
林道夫（Cemb）、若林顕（Pf）、合志知子（Pf）、吉田秀
晃（Pf）、青柳晋（Pf）などの各氏で、すばらしい指導者・
共演者に恵まれ充実した活動をしている。

２００６年３月の第２０回記念演奏会では、山下一史氏、若林顕氏らと共演。同年９月には「スペシャル
オリンピックス・チャリティコンサート」の特別編成オーケストラの一員として、指揮者小林研一郎氏と共
演した。また小編成の特性を活かし、御船町、益城町、合志市、宇城市等の小中規模ホールでの演奏も
行ってきた。アマチュアでも時間をかけてひとつひとつの曲をじっくり丁寧に仕上げれば充実した演奏が
できるという信念をもち、８～１０ヶ月の間隔で演奏会を開いている。
ホールでの演奏会以外では、２００４年１１月にＮＨＫ-ＢＳ２の番組において熊本城前での演奏が全国
に放映された。２００８年よりＮＰＯ法人オーケストラ創造主催の「マロ塾」に参加し、篠崎史紀氏の指導
を受ける様子を一般に公開、またＳＴＲＥＥＴ　ＡＲＴ－ＰＬＥＸ　ＫＵＭＡＭＯＴＯに参加し、熊本市中
心市街地の商店街の中でフルオーケストラで交響曲を披露するなど、一般の方にもオーケストラに親しん
でいただけるような活動にも取り組んでいる。

合唱団「カルメン」は特に合唱が活躍するオペラとしても有名です。すべての幕
の重要な部分でドラマに豊かな色、奥行きを与えています。カルメン合唱団は、

この演奏会のために初心者も含む意欲のある人が集まった合唱団です。歌詞をオリジナルのフランス語で
やるということで他にない困難さもありましたが、意欲的に練習を重ねてきました。

熊本少年少女合唱団 昭和35年4月結成以来、毎年恒例の定期演奏会を開き、今年で52回目を迎
える。定期演奏会で好評になっているミュージカルは合唱団の魅力の一つ

である。小学校1年生から高校3年生までの少年少女が、合唱の活動を通じて、豊かな情操を育み、
健全育成と音楽文化の向上に寄与するため、熊本県少年少女・児童合唱祭をはじめ、ラジオ、テレ
ビ、各種イベント等に出演、海外での演奏、他団体との共演など幅広い活動を続けている。
昭和43年には熊本県文化懇話会新人賞を受賞。【毎週日曜日午前6時10分からRKKラジオ「うたえ
ロンド」で放送中】
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カルメン（ジプシーの女） 小林 久美子
Kumiko Kobayashi （メゾ・ソプラノ）

ドン・ホセ（龍騎兵の伍長） 二塚 直紀 
Naoki Nizuka （テノール）

ミカエラ（若い村娘） 田邉 織恵
Orie Tanabe （ソプラノ）

エスカミーリョ（闘牛士） 迎 肇聡
Tadatoshi Mukai （バリトン）

岡山県出身。京都市立芸術大学卒業。同大学院修了。第 2 回ノーヴイ国際音楽コンクール
声楽部門第１位。第１回東京国際声楽コンクール一般の部第１位、東京都荒川区長賞受賞。
オペラでは「カルメン」タイトルロール、「シンデレラ」タイトルロール、「カプレーティ家とモンテッ
キ家」ロメオ、「セヴィリアの理髪師」ロジーナ、「蝶々夫人」スズキ、「フィガロの結婚」マルチェ
リーナ、「リゴレット」マッダレーナ、「サロメ」ヘロディアスの小姓、「ワルキューレ」ヴァルト
ラウテなど様々な作品で多様な役柄を演じている。演奏会では「メサイア」、「第九」、「レクイ
エム」など、各種演奏会にソリストとして出演している。NHK-FM『名曲リサイタル』に出演。
10年間、びわ湖ホール専属歌手、びわ湖ホール声楽アンサンブルメンバーとして活動、現在、
びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー。ヴォーカルアンサンブル Kyotoメンバー。

大阪芸術大学卒業。平成 16 年度大阪舞台芸術新人賞受賞。平成 22 年度平和堂財団芸術
奨励賞受賞。「カルメン」ドン・ホセ、「ノルマ」ポリオーネ、「トゥーランドット」ポン、「セヴィ
リアの理髪師」アルマヴィーヴァ伯爵、「トリスタンとイゾルデ」若い水夫の声、「ルル」売春
斡旋業者、「ナクソス島のアリアドネ」舞踏教師、「アイーダ」伝令、「椿姫」アルフレード、「タ
ンホイザー」ハインリヒなど様々な作品のオペラに出演するほか、ベートーヴェン「第九」、マー
ラー「大地の歌」、プッチーニ「グローリア・ミサ」、ブルックナー「テ・デウム」、リスト「ファ
ウスト交響曲」のテノールソリスト、また、びわ湖ホール開館 10 周年ガラコンサート、兵庫
県立芸術文化センター・ワンコインコンサート、関西フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会・
ワーグナー「ジークフリート」第一幕ミーメ役など各種演奏会に出演、好評を得ている。関西
二期会会員。びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー。

大阪音楽大学卒業、同大学院オペラ研究室修了。
２０００年～０５年まで安田生命（現・明治安田生命）クオリティオブライフ文化財団、ロー
ムミュージックファンデーション奨学生として、イタリアに留学。国立A.ボーイト音楽院（パルマ）
卒業、トスカニーニ財団オペラアカデミー修了。高槻音楽コンクール第１位、イタリア声楽コ
ンコルソ　イタリア大使杯、ベヴァーニャ国際声楽コンクール第２位等国内外で数々のコンクー
ルに入賞する他、イタリアでは「フィガロの結婚」でデビュー後、「奥様女中」、「確かめられ
た嫉妬」（CD発売）等のオペラやコンサートで各地の歌劇場に出演。
帰国後は、ザ・カレッジ・オペラハウスを中心に「鬼娘恋首引」、「ラ・ボエーム」、「フィガロ
の結婚」、「コジ・ファン・トゥッテ」、「魔笛」「賢い女」、「火刑台上のジャンヌダルク」「妖精ヴィッリ」
等のオペラに出演。その他、NHK-FM『名曲リサイタル』 、兵庫県立芸術文化センター・ワ
ンコインコンサート等のリサイタルや各種コンサートでも活躍中。
現在、平安女学院大学、大阪音楽大学講師。

大阪音楽大学音楽学部声楽専攻卒業。同大学院オペラ研究室修了。第 54 回全日本学生音
楽コンクール大阪大会第１位。これまでに、オペラでは各地における「フィガロの結婚」フィガロ、
伯爵、「セヴィリアの理髪師」フィガロ、「魔笛」パパゲーノ、「ドンジョヴァンニ」ドンジョヴァンニ、
「コジ・ファン･トゥッテ」グリエルモ、「カルメン」エスカミーリョ、「こうもり」ファルケ、「トゥー
ランドット」ピン、「ボエーム」マルチェッロ、「ドンパスクアーレ」マラテスタ、「愛の妙薬」ベルコー
レ、「道化師」トニオ、「魔弾の射手」カスパール、「ウィンザーの陽気な女房」「ファヴォリータ」「ヘ
ンゼルとグレーテル」「森は生きている」「チェネレントラ」「ポッペアの戴冠」「イメネーオ」「泣
いた赤鬼」等に出演し好評を得ている。また、宗教曲ではベートヴェン「第九」、ヘンデル「メ
サイア」等のソリストをつとめる。びわ湖ホール声楽アンサンブル専属歌手。
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フラスキータ（ジプシーの女） 青栁 佑子
 Yuko Aoyagi （ソプラノ）

メルセデス（ジプシーの女） 兼武 尚美 
Naomi Kanetake （メゾ・ソプラノ）

レメンダード（密輸業者） 城戸 雅光 
Masamitsu Kido （テノール）

ダンカイロ（密輸業者）／モラレス（龍騎兵の士官）佐藤 慶治 
Keiji Sato (バリトン)

熊本市立必由館高等学校  普通科音楽コース 二期卒業
東京藝術大学 音楽学部 声楽科 卒業
＜賞暦＞
「第29回・30回熊本県高等学校独唱コンクール」金賞。
「第28回全九州高等学校音楽コンクール」声楽部門 県代表推薦状授与により、九州大会出場 声楽部門 金賞。
熊本県高等文化連盟より文化功労賞受賞。

2010 第1回ネオ・クラシック国際コンクール 声楽部門1位 最優秀賞。
2012 第14回九州音楽コンクール 声楽部門 金賞 審査員特別賞。
これまでに河添富士子、青木美稚子に師事。

武蔵野音楽大学声楽科卒業。
春日幸雄、塚本邦江、郡愛子、呉恵珠の各氏に師事。
熊本県新人演奏会、西日本新人紹介演奏会等に出演。
カーティア・リッチャレッリ女史、フィオレンツァ・コッソット女史、Ｇ・パスティネ教授、各氏のマスター
クラスを受講し、その日本人離れした声質と歌唱力に対し高い評価を受けた。
オペラではオペラ「カルメン」、「フィガロの結婚」、「河童譚」、「魔笛」「ヘンゼルとグレーテル」等に出演し、
好評を博した。

コンサートではゆめあかりライブ in 高橋公園、「若きが歌うふるさとのこころチャリティーコンサート」「真夏の夜の夢」コンサー
トや「重唱とアリアの夕べ」等、福岡銀行本店大ホールにて、国際ソロプチミスト福岡南認証 20 周年記念チャリティー、イタ
リアグランデガラコンサートでイタリアのソプラノ歌手ティツィアーナ・ドゥカーティと共演他、佐賀県武雄市宝石箱コンサート等、
数多くの演奏会に出演。
ラスカーラオペラ協会公演　ヴェルディ「レクイエム」のソリストとして出演他、熊本県を中心に活動。
現在、熊本県立盲学校講師。熊本県文化懇話会会員、熊本オペラ芸術協会会員。

平成音楽大学４年音楽学科声楽コース在学中。声楽を常森寿子氏に師事。
ラスカーラオペラ合唱団所属。
現在、ソリストや合唱で活動中
 HYPERLINK "x-apple-data-detectors://1" ２０１２年９月２１日（金）にはラスカーラオペラ協会主催、
オペラ「ヘンゼルとグレーテル」お菓子の魔女役で出演予定。

県立熊本高校、国立音楽大学声楽科卒業。熊本大学大学院教育学研究科修了。同大学院社会文化科
学研究科博士課程在学 ( 音楽学 )。犬童球渓顕彰音楽祭声楽コンクールにて犬童球渓賞、朝日新聞社賞
を受賞。オペラは、立川市民オペラ・ルーチェ公演「椿姫」ドビニー候爵、「フィガロの結婚」バルトロ、ラ・
スカーラ熊本公演「椿姫」ドビニー候爵役 ( ステファーノ・マストランジェロ氏、佐々木典子氏と共演 )
等に出演。その他多数のコンサートに出演。現在、平和孝嗣氏に声楽を師事。

スニガ（龍騎兵の隊長） 宮澤 秀樹  
Hideki Miyazawa （バス）

国立音楽大学声楽学科卒。声楽を田島英子氏、吉澤哲夫氏に師事。
東京を中心にフリーの声楽家として二期会、藤原歌劇団、日本合唱協会をはじめ、多くの団体の公演に
出演。数少ないバス歌手としてオペラや合唱、ミュージカルなど幅広く活躍した。
平成９年に熊本に居を移し、熊本シティオペラ公演｢アイーダ｣や、｢カルメン｣ではズニガ。平成１９年県民
芸術祭オープニングステージ「南風吹けば楠若葉」の竜蔵院。｢はなしのぶコンサート｣他、多くの公演に
出演している。その豊かな声量や存在感は、指揮者・演出家からも高い評価を得ている。
現在、熊本県立松橋西支援学校教諭。
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登場人物

カルメン 恋多き情熱的なジプシー女
ドン・ホセ 龍騎兵の伍長、母親を愛する純粋な心を持つものの、優柔不断な性格から身を滅ぼす
ミカエラ ドン・ホセの婚約者、彼をひたすら愛する心優しい17歳の村娘
エスカミーリョ セヴィリアの花形闘牛士（エスパーダ）カルメンに魅せられドン・ホセの恋敵になる
フラスキータ カルメンの友人のジプシー女
メルセデス カルメンの友人のジプシー女
モラレス ドン・ホセの同僚
レメンダード 密輸業者
ダンカイロ 密輸業者
スニガ ドン・ホセの上官、ホセと決闘をする羽目に・・

≪龍騎兵、ジプシー、密輸業者、タバコ工場の女工、町の人たちを、合唱が受けもつ。合唱は、
ソプラノ、アルト、テノール２、バス２の６部に子供の合唱が加わる≫

あらすじ

舞台は1820年頃、スペインのセヴィリアとその近郊。タバコ工場で働くジプシー女、カルメンはそ
の美貌で男たちの憧れの的。しかし、龍騎兵の伍長でミカエラという婚約者がいるドン・ホセだけは
カルメンに興味を示さない。
同僚とケンカをし、怪我をさせて捕まったカルメンの護送を命じられたドン・ホセ。カルメンは「逃
がして」と誘惑し、ホセは次第に気持ちをぐらつかせ始め、ついに逃がしてしまう。そのために営倉送
りとなったドン・ホセだが、釈放の日、早速カルメンに会いに来る。帰営ラッパが鳴り、帰ろうとする
ホセに「自分を本当に愛しているなら、自分達の密輸仲間に入れ」と言うカルメン。初めは断るもの
の承知してしまうドン・ホセ。ところが、カルメンの心は人気闘牛士のエスカミーリョに移ってしまい、
ドン・ホセは捨てられてしまう。
カルメンへの思いを断ち切り難いドン・ホセは闘牛場の前でカルメンを待ち伏せし「よりを戻してく
れ」と嘆願するが、カルメンからは相手にされずついにカルメンを短刀で刺し殺してしまう。

曲目解説

前奏曲
カルメンの開幕に先立って、有名な前奏曲が演奏される。前半は、闘牛士たちの入場の場面で用いら
れる音楽を演奏し、その後第２幕でエスカミーリョの歌う＜闘牛士の歌＞の一部分が奏される。前
奏曲の後半は雰囲気が一変して最後の悲劇を予感させるような劇的な部分になる。この＜運命のモ
チーフ＞とよばれるものがオペラ全編でいろいろな楽器により繰り返される。 

第１幕　～セヴィリアのタバコ工場前の広場～
 
No.1　イントロダクション
タバコ工場の前にある衛兵の詰め所で衛兵たちが暇をもてあましている。彼らは、広場を行き交う人
たちに目をやって、屈託がない。そこに田舎娘のミカエラがやってくる。ドン・ホセの許嫁である。髪
を編んで後ろにさげ、青っぽいスカートをはいている。ドン・ホセに会いにきたのである。衛兵の交替
前のため、「ここにはまだホセは居ない」とモラレスに言われ引き止められるが、ミカエラはいったん
立ち去る。

No.2　行進曲と子供たちの合唱
衛兵たちの交替を告げるラッパの音がきこえる。モラレスの率いる衛兵たちは交代にそなえて整列す
る。隊長スニガをはじめとした交替兵がやってくる。子供たちは、はしゃいで衛兵たちと一緒に行進
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したりする。交替が終わり、交替兵のうちのひとりであるドン・ホセは、モラレスから娘が訪ねて来た
と知らされ、それがミカエラだということを察する。

No.3　タバコ工場で働く女たちの合唱
休み時間を告げる鐘が鳴り、タバコ工場の女工たちがタバコをくゆらせながら出てくる。伊達男たち
は、女工たちの中でもボス的な存在で、ことのほか男たちの心をかきたてるカルメンを待っている。
そこにカルメンが華々しく現れる。

No.4　ハバネラ（恋は気むずかしい鳥）
取り囲んだ男たちをカルメンは冷たくあしらい、自分に全く関心を示そうとしないドン・ホセに興味を
そそられる。カルメンは艶っぽい流し目をドン・ホセになげながら、恋というものは、野の鳥のような
ものでままならぬといった内容の、いわば彼女の奔放な恋愛観を歌う。これが有名なハバネラである。 

No.5　情景（男たちの誘惑）
若者たちはカルメンにせまり、音楽が運命のモティーフが奏されるところで、カルメンはドン・ホセに
歩みより、その最後の鋭い音で花を投げつける。女工たちが〈ハバネラ〉の一部を口ずさみ、休み時
間の終わったことを告げる鐘がなる。

No.6　ミカエラとホセのデュエット
ドン・ホセが、カルメンの投げた花を手にして、それをポケットに押し込んだところに、ミカエラが
やって来る。ミカエラは、ドン・ホセの母からことづかったと言って手紙と金を渡し、さらにお母さん
からだと言ってドン・ホセにくちづけをする。そしてミカエラは、用を済ませたので帰って行く。ドン・
ホセは、先ほどのカルメンの事を思い出す。それは、オーケストラによってカルメンが登場したときの
音楽が奏されることで分かる。

No.7　合唱（女工たちのケンカ）
やがて工場の中が騒がしくなる。女工たちが喧嘩をしたのである。ヴァイオリンのトレモロが異常事
態の発生を告げる。ソプラノとアルトのふた組に分かれた女工たちがスニガに訴える。騒ぎのもと
は、カルメンが女工の一人を傷つけたことにあるようである。衛兵たちによって騒ぎは静められカル
メンは騒ぎを起こした張本人ということで捕らえられてしまう。

No.8　シャンソンとメロドラマ（※本公演ではカット）
捕らえられたカルメンはスニガの尋問を受けるが、ふてくされたような表情で鼻歌を歌うだけである。
ドン・ホセがカルメンを見張り、さらに牢まで護送することになる。カルメンは、ドン・ホセと二人きり
になったのを良いことにドン・ホセを誘惑する。逃がしてくれたらリーリャス・パスティアの酒場であな
たを待っていてあげる、とカルメンは言う。

No.9　セギディーリャとカルメン、ホセによるデュエット
カルメンがドン・ホセの気を惹こうとして歌うのが〈セギディーリャ〉である。強い語調でカルメンをお
し留めようとするドン・ホセだが、次第にカルメンの誘惑に負けていく。その過程が〈セギディー
リャ〉の音楽が繰り返されるうちに明らかになる。

No.10　フィナーレ
短い前奏の後、チェロが先の女工たちの争いの部分の音楽を奏する。カルメンは〈ハバネラ〉の一節
を、そ知らぬ顔で口ずさむ。ドン・ホセは、カルメンの後ろ手に結ばれている縄を解く。スニガから令
状を受け取ったドン・ホセは、カルメンを連れて行こうとするがカルメンはドン・ホセを突き飛ばして
逃げてしまう。オーケストラの激しい音楽で第１幕が終わる。
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間奏曲（アルカラの竜騎兵）
第２幕でドン・ホセのうたう〈アルカラの龍騎兵〉をもとにしている。弦楽器のピッチカートと小太鼓
の刻むリズムの上で、ファゴットによってホセが口ずさむ〈アルカラの龍騎兵〉のメロディが演奏され
る。カルメンに逢いに行く喜びからか、軽快な曲調になっているが、悲哀さも感じられる。

第２幕　～セヴィリアの下町にあるリーリャス・パスティアの酒場～
セヴィリア城壁近くにあるリーリャス・パスティアの酒場に、カルメンの仲間である密輸業者のダンカ
イロやレメンダード、それにフラスキータとメルセデスがたむろする。第１幕から、ほぼ２ヶ月の時間
が経過しており、その間ドン・ホセはカルメンを逃がした罪で営倉に入れられていた。カルメンはフラ
スキータやメルセデスと共に、ジプシーたちの奏する音楽にあわせて歌い踊る。

No.11　シャンソン（ジプシーの歌）
ヴィオラ、チェロ、ハープが刻むリズムの上で、フルートが主要旋律を弱音で奏して、開始される。い
わゆる〈ジプシーの歌〉である。その音楽が楽器の数と音量を増しつつ、しかもアッチェレランドし
ながら繰り返され、圧倒的な盛り上がりをみせる。　酒場にはスニガが来ていて、そのスニガからカ
ルメンはドン・ホセが釈放されたことを聞く。そこに、闘牛士を讃える歓声「闘牛士バンザイ」が聞こ
えてくる。セヴィリアの人気闘牛士エスカミーリョがやって来たのである。

No.12　合唱とアンサンブル（闘牛士バンザイ！）
男声４部合唱にのって、スニガたちの会話が続けられる。オーケストラがエスカミーリョを讃える音
楽を演奏する。得意満面のエスカミーリョは、闘牛士の勇ましさを人びとに披露する。

No.13　クープレ（闘牛士の歌）
いわゆる〈闘牛士の歌〉である。エスカミーリョが「諸君らの乾杯を喜んで受けよう」というセリフで
歌いだし、後にフラスキータ、メルセデス、カルメン等がルフランに加わる。　カルメンはエスカミー
リョのさっそうとした姿に心をときめかし、エスカミーリョもまたカルメンを口説きにかかる。しか
し、カルメンは自分のために営倉に入れられ、今にも訪ねて来るかもしれぬドン・ホセを待つ心づもり
である。エスカミーリョと共に、人びとが去る。

No.13b 合唱（闘牛士の退場）（※本公演ではカット）
先ほどヘ長調で歌われた〈闘牛士の歌〉の後半部分がここではホ長調で人々によって歌われ、それ
がエスカミーリョたちの退場の音楽になる。　

No.14　クインテット　密輸業者のダンカイロ、レメンダードとカルメン、フラスキータ、メルセデス
による五重唱
店から人々が去ると密輸業者たちの密談がはじまる。声をひそめてダンカイロとレメンダードは、今
度の仕事にはどうしても女の助けが必要だといい、フラスキータとメルセデスはそれに同意するが、
ドン・ホセを待つカルメンは、その仕事に加わろうとしない。早口言葉のような歌が続き、歌手にとっ
ては難曲として知られている。 

No.15　レチタティーヴォ
遠くから、ドン・ホセが〈アルカラの龍騎兵〉の歌をうたいながらやってくるのが聞こえる。ダンカイ
ロ達はカルメンにホセを仲間に入れろと言って奥に隠れる。

No.16　カルメンとホセによるデュエット
カルメンは律儀にも、そしてドン・ホセを仲間に引き入れる考えもあって、カスタネットを手に大いに
もてなす。しかし帰営ラッパを耳にしたドン・ホセは帰ろうとする。カルメンは「こんなにもてなしてい
るのにあんたは帰るっていうの」と言って怒る。ドン・ホセは、以前カルメンに投げ与えられ、今は見
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る影も無くし折れてしまった花を取り出して、いかにカルメンのことを営倉で思い続けていたかを訴
える。ホセのカルメンへの愛を切々と歌う有名な＜花の歌＞である。ドン・ホセの気持ちが分からな
いこともないカルメンは、ドン・ホセに脱走を勧め、山で一緒に暮らそうと言い出したところで、ドア
をノックする音が聞こえる。

No.17　フィナーレ
スニガがもどってくる。彼はカルメンを我が物にしようと狙っている。スニガはそこにドン・ホセがい
るのを見とがめて、帰営するように命令するが、ドン・ホセはそれを拒む。ついにふたりは決闘するこ
とになる。騒ぎを聞きつけて集った密輸業者たちにスニガは取り押さえられてしまう。ドン・ホセはも
はやカルメンたちの仲間に加わる以外にない。密輸業者達の自由気ままな旅にホセは引き込まれ、
これから始まる自由な旅を歓喜する歌が歌われる。
 　
間奏曲：アレグレット・クワジ・アンダンティーノ、変ホ長調、４分の４拍子
この音楽は、もともと≪アルルの女≫のための付随音楽として作曲されたものといわれている。ハー
プによって奏される分散和音にのってフルートのうたうメロディは、大変に美しい。その美しいメロ
ディはクラリネットに、さらにイングリッシュ・ホルンやファゴットに受け継がれる。
　
第３幕　～セヴィリア近郊のシャラ・マドム山地～
 
No.18　イントロダクション　ダンカイロ、レメンダード、ホセ、カルメン、フラスキータ、メルセデス
による六重唱と合唱
ホルンによる船の汽笛のような音が２度響いて開始され、ヴィオラとチェロによるピッチカートにのっ
てフルートが行進曲風の旋律を奏する。ジプシーたちが密輸した積荷を背おってやってくる。警備に
見つからないようにひっそりと歩を進める様子が演奏からも分かる。その後密輸業者たちの合唱に
なる。ドン・ホセが一人、物思いに沈んでいるのでカルメンが尋ねる。ドン・ホセは言う、ただ母のこ
とを考えていただけだと。

No.19　カルメン、メルセデス、フラスキータによるトリオ（カルタの歌）
カルメンのカルタの歌。これは歌われるというより、むしろつぶやきに近いもので、それだけにかえっ
てトランプの示す不吉な結果をカルメンがどう受け止めているかが明らかになる。フラスキータとメ
ルセデスがトランプを手に占っている。カルメンがそのトランプを取って占うと、何度占っても結果は
不吉なものばかりである。まずカルメンが死に、ついで恋人が死ぬという占いの結果は、すでにド
ン・ホセをうとましく思いはじめているカルメンにはひどく暗示的に受け取れる。ジプシーたちは準備
が整ったので荷物を背おって去る。

No.20　アンサンブル　カルメン、フラスキータ、メルセデス、ダンカイロ、レメンダードと合唱によ
るアンサンブル
明るい行進曲、ジプシーたちの退場のための音楽である。行進曲が終わると案内人に連れられてミ
カエラがやってくる。

No.21　ミカエラのアリア
ミカエラは、密輸業者の仲間入りをしたドン・ホセのことを気遣ってやって来たのである。どんなこと
があっても愛するドン・ホセをつれて帰るのだと、ミカエラは、けなげにもその心のうちを吐露する。
ミカエラのいかにも女性的性格にふさわしい、やさしい美しさにみちたアリアである。歌い終わった
あと、人の気配が近づいたのでミカエラは物陰に身を隠す。

No.22　ホセとエスカミーリョによるデュエット
見張りに立っていたドン・ホセが、人が近づくのに気付く。やって来たのは闘牛士のエスカミーリョで
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ある。ドン・ホセとエスカミーリョのカルメンを賭けた決闘が始まる。エスカミーリョはカルメンを闘
牛に招待してその場を去っていく。騒ぎがおさまったところで、物陰に隠れていたミカエラが見つか
る。ミカエラはドン・ホセの母親が病気だということを伝え、田舎に帰るように勧める。ドン・ホセは、
ミカエラの勧めに従う決心をするものの、エスカミーリョの後を追おうとするカルメンに嫉妬する。

No.23　フィナーレ
エスカミーリョの退場にあたっては、前奏曲の前半の音楽、つまり<闘牛士の歌>の音楽を、オーケス
トラがエスプレッシーヴォで演奏する。エスカミーリョを見送るカルメンの目は燃えている。そして母
が危篤だと聞かされてミカエラと共に故郷に帰ろうとするドン・ホセと、そのドン・ホセを冷たい目で
見るカルメンがにらみあう部分では、前奏曲の後半の音楽、つまり運命のモティーフが奏される。そ
して、遠くから<闘牛士の歌>のルフランの部分を口ずさむエスカミーリョの声が聞こえてくる。前奏
曲において暗示されたものが、ここで現実のものになって浮かびあがっているという印象である。
 
間奏曲（アラゴネーズ）
いかにもスペイン風のまぶしいような輝きと生気にみちた音楽である。オーボエによってもたらされ
るメロディを中心に、展開される。
 
第４幕　～セヴィリアの闘牛場前広場～

No.24　合唱（闘牛場前の広場はお祭り騒ぎ）
これから闘牛がはじまるというので、お客や物売りなど大勢の人たちが集っている。
闘牛士たちが列をなしてやって来る。人びとの歓声はさらに高まる。カルメン、フラスキータ、メルセ
デスの姿も見える。
 
No.25　闘牛士達の行進曲と合唱
さまざまな闘牛士たちが、闘牛場への行進をおこなう。集まった人たちが歓声をあげるなか、エスカ
ミーリョが登場して華やかさは頂点に達する。人びとが闘牛場に去った後、カルメンとエスカミー
リョの短い二重唱になる。そしてフラスキータとメルセデスはカルメンに「ドン・ホセの姿を見かけた
から気をつけるように」と忠告するも、気の強いカルメンがそんな忠告に耳をかすはずもない。運命
のモティーフが奏されて、ドン・ホセが、物陰から現れる。

No.26　カルメンとホセのデュエット・フィナーレ
人びとが去り、フラスキータとメルセデスも闘牛場に入って、カルメンが一人でいるところに、やつれ
はてた姿のドン・ホセが現れる。ドン・ホセはカルメンに愛を求める。カルメンはそんなドン・ホセを
冷たく突き放す。闘牛場からは時おりエスカミーリョを讃える歓声が聞こえてくる。カルメンは思わず
闘牛士の方に走りよる。ドン・ホセがそれをはばむ。場内の歓声が一気に高まる。ドン・ホセは隠し
持った短剣でカルメンを刺す。
表情を抑えたカルメンと、そのカルメンにとりすがるドン・ホセのコントラストが見事である。闘牛場
から聞こえてくるラッパの響き、それは前奏曲の冒頭の音楽によっているが、それがカルメンとドン・
ホセの間に張り詰めていた緊張をより一層のものとする。オーケストラが運命のモティーフを強奏す
る。エスカミーリョを讃える歓声は、当然のことに<闘牛士の歌>の音楽によっている。そして最後
は、運命のモティーフが奏されて、全曲を締め括る。
 



企画プロデュース
〒８６２-０９７１
熊本市中央区大江６-２４-１３天神コーポラス２階
TEL：０９６-２２３-５８３３  FAX：０９６-２２３-５８３５
http://www.mio-mio.jp/

盛会をお喜び申し上げます。

〒860-0808　熊本市中央区手取本町 3-15
Ｔ/(096)326-2509　Ｆ/(096)326-6892

http://hanabanchi.com/
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田舎焼肉食堂  焼肉の一休
代表　坂本　剛
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管楽器・弦楽器無料点検実施中！！（要予約、毎月実施日が変わります）
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　１ ホール内での喫煙、飲食はかたく禁じられております。

　２ 携帯電話等の電源、また、時計のアラームをお切りください。

　３ 小学生未満の方のご入場はご遠慮ください。

 また、お子様がお静かにできない場合は、２階「親子室」をご利用ください。

　４ 演奏が始まりましたら、ホールの移動、座席の移動をお控えください。

                      　　　　　気持ちよい演奏会にするために、ご協力お願い致します。

主催者からのお願い
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